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（４） 医薬品マスター 

項番 項 目 名 
形  式 

内     容 
ﾓｰﾄﾞ 

最大 
ﾊﾞｲﾄ 

項目 
形式 

１ 変更区分 数字 １ 固定  マスター内容の異動状況を表す。 

 

 ０：前マスターの内容と同じであることを表す。 

 １：抹消 

 ３：新規 

 ５：変更 

 ９：廃止 

 

 「９：廃止」は、当該コードが使用できなくなったことを

表す。 

 次回のマスター更新時に、当該コードを削除する。 

 

２ マスター種別 英数 １ 固定  「Ｙ」を設定する。 

 （医薬品マスターであることを表す。） 

 

３ 医薬品コード 数字 ９ 固定  

  区分  (1)   医薬品コードを表す「６」を設定する。 

  番号  (8)   医薬品ごとに重複しない番号を設定する。 

 

 医薬品名・規格名  医薬品名と規格名を組み合わせた名称を設定する。 

４  漢字有効桁数 数字 ２ 可変  項番５「漢字名称」の文字数を表す。 

５  漢字名称 漢字 ６４ 可変  漢字：３２文字 

 医薬品名と規格名を組み合わせた名称が３２文字を超える

場合は、省略した名称を表す。 

６  カナ有効桁数 数字 ２ 可変  項番７「カナ名称」の文字数を表す。 

７  カナ名称 英数 

カナ 

２０ 可変  半角英数カナ：２０文字 

 項番５「漢字名称」のカナ名称を表す。 

 

 単位  単位コードは「別紙４－１」のとおりである。 

８  コード 数字 ３ 可変  単位が設定されていない場合は「０」を設定する。 

９  漢字有効桁数 数字 １ 固定  項番１０「漢字名称」の文字数を表す。 

 未使用の場合：「０」を設定する。 

１０  漢字名称 漢字 １２ 可変  漢字：６文字 

 未使用の場合：省略 

 

 新又は現金額  

１１  金額種別 数字 １ 固定  項番１２「新又は現金額」に設定した金額等の種別を表

す。 

 

 １：金額 

 ３：薬剤使用量省略（歯科に限る。） 

 ７：減点 

 

 金額種別の詳細は「別紙４－２」のとおりである。 
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項番 項 目 名 
形  式 

内     容 
ﾓｰﾄﾞ 

最大 
ﾊﾞｲﾄ 

項目 
形式 

１２  新又は現金額 数字 １３ 可変  整数部「１０桁」、小数点「１桁」及び小数部「２桁」の

組み合わせで設定する。 

 なお、医薬品は所定単位の投与量から点数を計算するた

め、医薬品の規格単位を最小単位にした金額を設定する。 

１３ 予備 数字 ２ 可変  未使用：「０」を設定する。 

１４ 麻薬・毒薬・覚醒剤原

料・向精神薬 

数字 １ 固定  麻薬、毒薬、覚醒剤原料又は向精神薬に係る対象医薬品で

あるか否かを表す。 

 

 ０：「１」から「５」以外の医薬品 

 １：麻薬 

 ２：毒薬 

 ３：覚醒剤原料 

 ５：向精神薬 

 

１５ 神経破壊剤 数字 １ 固定  神経破壊剤に係る対象医薬品であるか否かを表す。 

 

 ０：神経破壊剤以外 

 １：神経破壊剤 

 

１６ 生物学的製剤 数字 １ 固定  生物学的製剤加算に係る対象品目の医薬品であるか否かを

表す。 

 

 ０：生物学的製剤加算対象品目以外 

 １：生物学的製剤加算対象品目 

 

１７ 後発品 数字 １ 固定  医科点数表等に規定する加算等の算定対象となる後発医薬

品であるか否かを表す。 

 

 ０：後発医薬品以外 

 １：後発医薬品 

 

１８ 予備 数字 １ 固定  未使用：「０」を設定する。 

１９ 歯科特定薬剤 数字 １ 固定  歯科特定薬剤に係る対象医薬品であるか否かを表す。 

 

 ０：歯科特定薬剤以外 

 １：歯科特定薬剤 

 

２０ 造影（補助）剤 数字 １ 固定  造影剤又は造影補助剤に係る対象医薬品であるか否かを表

す。 

 

 ０：「１」及び「２」以外の医薬品 

 １：造影剤 

 ２：造影補助剤 

 

２１ 注射容量 数字 ５ 可変  当該医薬品が注射薬の場合（当分の間、２０ｍＬ以上の注

射薬に限る。）、その容量（ｍＬ）を表す。 

 なお、輸血用血液製剤（解凍人赤血球液を除く。）は、輸

血料の算定において、基準となる容量を設定する。 
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項番 項 目 名 
形  式 

内     容 
ﾓｰﾄﾞ 

最大 
ﾊﾞｲﾄ 

項目 
形式 

２２ 収載方式等識別 数字 １ 固定  当該医薬品の薬価基準収載方式の分類を表す。 

 

 ０：「１」から「８」以外の医薬品 

 １：日本薬局方収載医薬品（局方品） 

 ２：局方品で生物学的製剤基準医薬品 

 ３：局方品で生薬 

 ６：生物学的製剤基準医薬品 

 ７：生薬 

 ８：「１」から「７」以外の統一名収載医薬品 

 

２３ 商品名等関連 数字 ９ 可変  当該医薬品が商品名医薬品(非告示品)の場合、統一名収載

医薬品(告示品)の医薬品コードを設定する。 

 なお、商品名医薬品でない場合は「０」を設定する。 

２４ 予備 数字 １ 固定  未使用：「０」を設定する。 

２５ 予備 数字 １３ 可変  未使用：「０」を設定する。 

２６ 漢字名称変更区分 数字 １ 固定  該当項目の変更有無を表す。 

 

 ０：当該項目の内容に変更なし 

 １：当該項目の内容に変更あり 

 

２７ カナ名称変更区分 数字 １ 固定 

２８ 剤形 数字 １ 固定  当該医薬品の剤形を表す。 

 

 １：内用薬 

 ３：その他 

 ４：注射薬 

 ６：外用薬 

 ８：歯科用薬剤 

 

２９ 予備 英数 ４９ 可変  未使用：省略 

３０ 変更年月日 数字 ８ 固定  当該医薬品の情報に変更等が生じた場合、適用となる日付

を西暦年「４桁」、月「２桁」及び日「２桁」の８桁で表

す。 

３１ 廃止年月日 数字 ８ 固定  当該医薬品の使用が可能な最終日付を西暦年「４桁」、月

「２桁」及び日「２桁」の８桁で表す。 

 なお、廃止した医薬品コード以外は「９９９９９９９９」

を設定する。 

３２ 薬価基準収載医薬品コ

ード 

英数 １２ 可変  当該医薬品の薬価基準収載医薬品コードを表す。 

 なお、当該医薬品が商品名医薬品（非告示品）の場合、該

当する統一名収載品（告示品）の薬価基準収載医薬品コード

を設定する。 

３３ 公表順序番号 数字 ９ 可変  薬価基準に収載する当該医薬品の順番を設定する。 

 なお、薬価基準改定後に新設された医薬品は「０」を設定

する。 

３４ 経過措置年月日又は商

品名医薬品コード使用

期限 

数字 ８ 可変  薬価基準収載医薬品が経過措置品目となった場合又は薬価

基準未収載の商品名医薬品を廃止する場合、使用期限を西暦

年「４桁」、月「２桁」及び日「２桁」の８桁で表す。 

 なお、経過措置期限又は使用期限がない医薬品は「０」を
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項番 項 目 名 
形  式 

内     容 
ﾓｰﾄﾞ 

最大 
ﾊﾞｲﾄ 

項目 
形式 

設定する。 

３５ 基本漢字名称 漢字 200 可変  漢字：１００文字 

 当該医薬品の「品名」を表す。 

３６ 薬価基準収載年月日 数字 ８ 可変  ２０２３年３月以降に薬価基準に収載された告示品目につ

いて、適用となる日付を西暦「４桁」、月「２桁」及び日

「２桁」の８桁で表す。 

 なお、上記以外の医薬品は「０」を設定する。 

３７ 一般名コード 英数 １２ 可変 一般名処方マスタの「一般名コード」を表す。 

 なお、一般名処方マスタにない医薬品は省略する。 

３８ 一般名処方の標準的な

記載 

漢字 200 可変 漢字：１００文字 

一般名処方マスタの「一般名処方の標準的な記載」を表

す。 

 なお、一般名処方マスタにない医薬品は省略する。 

３９ 一般名処方加算対象区

分 

英数 １ 固定  一般名処方マスタの「一般名処方加算対象」を表す。 

  

 ０：一般名処方マスタにない医薬品 

 １：一般名処方マスタに「加算１」と示された医薬品 

 ２：一般名処方マスタに「加算１、２」と示された医薬品 

 

４０ 抗ＨＩＶ薬区分 英数 １ 固定  抗ＨＩＶ薬であるか否かを表す。 

  

 ０：「１」以外の医薬品 

 １：抗ＨＩＶ薬 

  

４１ 長期収載品等関連 数字 ９ 可変 項番４２「選定療養等区分」に基づき医薬品コードを設定

する。 

 

 項番４２が「２：対象医薬品（患者希望）」の場合は、項

番４２が「１：対象医薬品（医療上必要があると認める場合

等）」である同医薬品の医薬品コードを設定する。、項番４

２が「４」の場合は項番４２が「３」又は「５」である同医

薬品、項番４２が「６」の場合は項番４２が「５」である同

医薬品の医薬品コードをそれぞれ設定する。 

 

 なお、上記以外の医薬品は「０」を設定する。 

４２ 選定療養等区分 数字 １ 固定 長期収載品の選定療養（以下、「選定療養」という。）又

は、要指導医薬品又は一般用医薬品と代替性が特に高い医療

用医薬品の一部保険外療養（以下、「一部保険外療養」とい

う。）に係る対象医薬品であるか否かを表す。 

 

 ０：「１」から及び「６２」以外の医薬品 

 １：選定療養対象医薬品（医療上長期収載品の必要がある

と認める場合等） 

 ２：選定療養対象医薬品（患者希望で処方する場合） 

 ３：一部保険外療養対象医薬品（一部保険外療養に係る特

別の料金を求めない場合） 

 ４：一部保険外療養対象医薬品又は一部保険外療養対象で

あって選定療養対象でもある医薬品（一部保険外療養に係る
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項番 項 目 名 
形  式 

内     容 
ﾓｰﾄﾞ 

最大 
ﾊﾞｲﾄ 

項目 
形式 

特別の料金を求める場合） 

 ５：一部保険外療養対象であって選定療養対象でもある医

薬品（一部保険外療養に係る特別の料金を求めない場合であ

って、医療上長期収載品の必要があると認める場合等） 

 ６：一部保険外療養対象であって選定療養対象でもある医

薬品（一部保険外療養に係る特別の料金を求めない場合であ

って、患者希望で処方する場合） 

  


